
東　　　 大　　　 阪（１） （昭和29年４月24日　第 3 種郵便物認可） 毎月１日・ 15日発行平成３０年７月１５日（日）

毎
月
８
の
日
は
セ
ー
ル
の
日

大阪商業大学

つ
い
て
大
阪
市
営
の
交
通

史
、
私
鉄
の
果
た
し
た
役

割
、
な
ぜ
南
海
百
貨
店
が

な
い
の
か
、
近
鉄
沿
線
の

乗
降
客
数
と
地
価
の
変
遷

な
ど
を
レ
ク
チ
ャ
ー
。
50

人
超
の
参
加
者
は
、
興
味

深
い
内
容
に
耳
を
傾
け
て

い
た
。

　

守
口
市
か
ら
健
康
の
た

め
自
転
車
で
約
50
分
か
け

て
参
加
し
て
い
る
谷
口
正

子
さ
ん（
63
）は「
昨

秋
も
今
回
も
皆
勤
賞

で
す
。
で
も
、
ほ
ど

ほ
ど
の
人
数
で
、
こ

れ
以
上
増
え
な
い
方

が
い
い
で
す
」
と
に

こ
や
か
に
話
し
た
。

大
阪
市
内
で
生
ま
れ

守
口
市
に
住
む
谷
口

さ
ん
は
江
戸
最
盛
期

に
関
心
が
強
く
、「
古

地
図
な
ど
に
興
味
を
持
っ

て
い
る
」
と
い
う
歴
史
愛

好
家
（
歴
女
）
だ
。

　

早
起
き
人
は
、
知
的
好

奇
心
が
旺
盛
。
会
場
の
参

加
者
と
も
対
話
で
き
る
よ

う
な
「
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
」

の
時
間
帯
が
あ
れ
ば
賑
わ

う
だ
ろ
う
。
仕
掛
け
上
手

な
大
学
が
厳
し
い
環
境
を

乗
り
越
え
る
に
違
い
な
い

と
期
待
す
る
。

　

キ
ッ
ズ
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
で
は
、
子
ど

も
た
ち
が
エ
ッ

シ
ャ
ー
・
パ

タ
ー
ン
（
繰
り

返
し
の
模
様
の

デ
ザ
イ
ン
）
を

実
際
に
作
成
し

て
い
た
。
こ
の

企
画
は
「
数
学

（
幾
何
と
図
形
）

的
セ
ン
ス
」
と

「
芸
術
性
」
を

育
み
、
さ
ら
に

子
ど
も
ら
が
楽

し
く
話
し
あ
い

な
が
ら
、
作
品

を
つ
く
り
あ
げ

る
こ
と
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
を
つ
け
る
と
い

う
も
の
。

　

同
大
学
総

合
交
流
支
援

課
が
６
月
30

日
午
後
、
同

大
リ
ア
ク
ト

北
館
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
開
催
し
た
。
谷
岡
一
郎

　

暑
中
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
。
皆
様
に
は
平
素

よ
り
市
議
会
活
動
全
般
に

対
し
ま
し
て
格
段
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を

賜
り
、
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

去
る
６
月
18

日
に
発
生
し
た

大
阪
府
北
部
地
震
に
よ
り

被
災
さ
れ
た
方
々
に
心
よ

り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
亡
く
な
ら
れ

た
方
や
ご
家
族
の
皆
様
に

お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す
。

　

23
年
前
の
阪
神
淡
路
大

震
災
に
比
べ
て
規
模
は
小

さ
か
っ
た
と
い
う
も
の

の
、
公
共
交
通
機
関
の
長

時
間
に
わ
た
る
停
止
や
大

量
の
帰
宅
困
難
者
な
ど
都

市
部
の
脆
弱
さ
が
あ
ら
わ

に
な
り
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
様
に
安
全
安

心
な
生
活
を
送
っ
て
い
た

だ
く
た
め
に
は
、
公
共
施

設
や
道
路
な
ど
の
堅
牢
化

を
進
め
る
と
と
も
に
、
行

政
の
災
害
時
対
応
が
迅
速

に
行
え
る
よ
う
な
日
々
の

備
え
が
ま
す
ま
す
重
要
に

な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
関
係
機
関

と
綿
密
に
連
携
を
取
り
な

が
ら
、
東
大
阪
の
ま
ち
と

市
役
所
を
は
じ
め
と
す
る

公
共
機
関
の
よ
り
一
層
の

強
靭
化
に
向
け
て
、
全
力

を
傾
注
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ど
う
か
皆
様

に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
引
き
続

き
市
議
会
活
動

に
対
し
ま
し
て

一
層
の
ご
理
解
、
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

暑
い
日
が
続
き
ま
す
の

で
お
体
を
ご
自
愛
さ
れ
ま

す
よ
う
、
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

家
族
経
営
で
頑
張
っ
て
い

る
。

　

文
具
店
の
名
前
の
通
り

商
品
の
品
揃
え
は
コ
ク
ヨ

製
品
・
事
務
用
各
種
文
房

具
・
各
種
Ｏ
Ａ
機
器
を
始

め
と
し
て
、
名
刺
・
ハ
ガ

キ
の
印
刷
手
配
、
水
牛
等

の
実
印
製
作
も
受
注
し
て

い
る
。

　

お
母
さ
ん
の
悦
子
さ
ん

が
「
ウ
チ
の
商
品
は
百
均

と
は
モ
ノ
が
違
い
ま
す

よ
！
」
と
強
調
し
て
い
た

が
、
ボ
ー
ル
ペ
ン
ひ
と
つ

を
取
っ
て
も
確
か
に
そ
の

通
り
だ
。
た
だ
余
談
だ

が
、
あ
る
専
門
家
に
聞
い
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エッシャー・パターンを
作成する子どもたち

アーリーバードの受講者たち

子どもたちを指導する谷岡一郎学長 （左）

東大阪瓢箪山町2－18
☎072－981－3073
営業時間：9時半～19時半
休日：日曜日

ウエダ文具

習
慣
に
な
っ
た

朝
活
地
域
密
着
型
セ
ミ
ナ
ー

子どもとエッシャー・パターンを作ってみよう！

開店70年の老舗

2018・7・15

　

若
者
た
ち
は
安
定
を
選
ん
だ
。
世
論
調

査
（
日
本
経
済
新
聞
社
、６
月
22
〜
24
日
）

と
今
春
の
「
新
入
社
員
の
働
き
方
意
識
調

査
」（
日
本
生
産
性
本
部
６
月
21
日
公
表
）

か
ら
若
者
像
を
見
る
。
20
代
は
安
倍
首
相

を
支
持
し
人
並
み
の
働
き
で
十
分
だ
と
い

う
が
、
投
票
率
と
人
生
が
気
に
な
る
。

　

世
論
調
査
で
は
、
年
代
別
の
内
閣
支
持
率
が
最

も
高
い
の
は
18
〜
29
歳
の
63
％
、
30
代
の
56
％
で

あ
り
、
50
、
60
代
は
44
％
だ
。
若
年
層
と
中
高
年

層
の
差
が

大
き
い
。

　

18
〜
29

歳
の
安
倍
支
持
理
由
（
複
数
回
答
）
は
「
安
定
感

が
あ
る
」「
国
際
感
覚
が
あ
る
」
が
４
割
を
超
え

る
。
良
好
な
雇
用
環
境
や
働
き
方
改
革
関
連
法
成

立
、
国
際
舞
台
で
の
活
躍
の
影
響
が
大
き
い
。

　

蛇
足
な
が
ら
、
小
泉
進
次
郎
氏
を
中
心
に
約
30

人
の
若
手
自
民
党
議
員
が
「
特
別
調
査
会
」
の
設

置
、
党
首
討
論
の
「
隔
週
」
開
催
な
ど
国
会
の
生

産
性
向
上
に
向
け
た
提
言
を
幹
事
長
に
提
出
し

た
。
危
機
感
の
表
れ
だ
。

　

新
入
社
員
の
意
識
で
は
、
仕
事
を
「
好
ん
で
苦

労
す
る
こ
と
は
な
い
」
が
34
・
１
％
と
増
え
続
け

過
去
最
高
。
働
き
は
「
人
並
み
で
十
分
」
が
61
・

６
％
と
過
去
最
高
、「
人
並
み
以
上
」
は
31
・
３
％
。

働
く
目
的
は
「
楽
し
い
生
活
を
し
た
い
」
が
41
・

１
％
で
過
去
最
高
水
準
を
維
持
し
、「
経
済
的
に

楽
に
」
は
30
・
４
％
。「
自
分
の
能
力
を
た
め
す
」

は
10
・
０
％
で
、
過
去
最
低
と
な
っ
た
。「
自
分
の

能
力
を
た
め
す
」
は
死
語
に
近
い
。「
人
並
み
で

十
分
は
」（
安
定
）
は
全
体
レ
ベ
ル
を
押
し
下
げ
、

代
わ
り
に

高
度
プ
ロ

や
フ
リ
ー

ラ
ン
ス
の
出
番
が
本
格
化
し
格
差
が
広
が
る
だ
ろ

う
。

　

こ
の
安
定
志
向
は
無
作
為
に
近
い
。
こ
の
先
、

大
変
な
こ
と
に
な
る
、明
る
く
な
さ
そ
う
だ
か
ら
、

こ
の
今
を
満
喫
し
安
住
す
る
と
い
う
の
か
。「
人

並
み
」
の
働
き
方
で
は
安
住
ど
こ
ろ
で
は
な
い
時

代
が
来
る
。

　

楽
し
く
歌
っ
て
い
た
冬
の
キ
リ
ギ
リ
ス
を
思
い

出
す
。
老
婆
心
な
が
ら
。

晴耕雨読

安
定
に
安
住
す
る
若
者

枚岡
～瓢箪山商店街めぐり

楽 し い お 店 紹 介 ― ⑩

ウエダ文具

ン
ジ
ャ
モ
ー
ル
商

店
街
最
古
参
の

「
ウ
エ
ダ
文
具
」。

設
立
は
70
年
前
で

あ
り
真
向
か
い
の

う
だ
。

　

お
客
さ
ん
は
地
元
の
人

は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
近
隣

の
役
所
・
企
業
・
学
校
関

係
と
昔
な
が
ら
の
縁
で
お

取
り
引
き
し
て
い
る
。
町

の
電
気
屋
さ
ん
等
も
同
じ

よ
う
に
努
力
し
て
い
る

が
、
と
に
か
く
お
客
さ
ん

に
親
切
で
丁
寧
な
対
応
を

心
が
け
て
い
る
。

　

文
房
具
類
は
百
均
店
に

限
ら
ず
、
コ
ン
ビ
ニ
も

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
も

商
品
と
し
て
陳
列
し
て
い

る
。
し
か
し
な
が
ら
各
店

舗
の
性
格
上
、
文
房
具
の

ア
イ
テ
ム
は
通
り
一
遍
の

限
ら
れ
た
商
品
に
な
り
が

ち
だ
。

　

細
か
い
話
だ
が
、
ボ
ー

ル
ペ
ン
の
替
え
芯
だ
け
で

も
サ
イ
ズ
・
色
他
多
く
の

種
類
が
あ
る
。
ま
た
慶
弔

関
係
の
水
引
き
袋
の
宛
名

等
、
お
客
さ
ん
か
ら
の
問

い
合
わ
せ
に
明
確
に
答
え

ら
れ
な
い
場
合
も
あ
る
だ

ろ
う
。

　

細
か
い
こ
と
に
、
痒
い

所
に
手
を
差
し
伸
べ
て
お

客
さ
ん
へ
の
対
応
こ
そ

が
、
文
房
具
の
専
門
店
で

あ
る
ウ
エ
ダ
文
具
の
真
骨

頂
だ
。

　

毎
月
８
の
日
セ
ー
ル
に

は
、
そ
の
折
々
に
何
か
し

ら
お
客
さ
ん
へ
サ
ー
ビ
ス

を
し
て
い
る
。
商
店
街
の

盛
り
上
げ
に「
七
夕
祭
り
」

の
シ
ー
ズ
ン
に
は
、
近
隣

の
小
学
校
の
生
徒
さ
ん
に

お
願
い
し
て
「
七
夕
飾

り
」
を
作
り
、
お
客
さ
ん

達
に
楽
し
ん
で
も
ら
っ
て

い
る
。

 

（
小
川
秀
人
）

ん
じ

き
び

「
人
引
車
」

災
害
時
対
応
の

こんな時の

必
需
品

大雨 洪水 津波 台風

共同開発

  一般社団法人災害避難研究所
マツモラ産業株式会社

暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

代
表
取
締
役
社
長　

七  

里  

和  

昭

上
西
会
計
事
務
所

税
理
士
　

上
西　

知

〒
577―

0802 

東
大
阪
市
小
阪
本
町
１―

１―

７ 

エ
フ
エ
ス
ビ
ル
２
Ｆ

　
　

電
話 

０
６―

６
７
２
０―

４
６
０
１

企
業
労
務
セ
ン
タ
ー

社
会
保
険
労
務
士
　

菅
田  

徹
也

〒
577―

0802 

東
大
阪
市
小
阪
本
町
１―

１―

７ 

エ
フ
エ
ス
ビ
ル
２
Ｆ

　
　

電
話 

０
６―

６
７
２
０―

４
６
０
２

東
大
阪
市
・
八
尾
市
・
大
阪
市
指
定

　

給
排
水
衛
生
空
調
消
火
設
備
設
計
施
工

増
田
設
備
工
業
株
式
会
社

本

社　

東
大
阪
市
小
若
江
三
丁
目
九
番
四
号

〒
五
七
七―

〇
八
一
八　

電
話　

〇
六―

六
七
三
六―

八
〇
〇
〇

事
業
本
部　

八
尾
市
長
池
町
五
丁
目
一
番
二
号

〒
五
八
一―

〇
八
三
六　

電
話　

〇
七
二―

九
二
二―

〇
二
二
〇

小
物
金
属
加
工
製
品
の
中
国
調
達
・
販
売

多
品
種
・
小
ロ
ッ
ト
金
属
削
り
出
し
加
工
品

株
式
会
社

東
華
機
械

代
表
取
締
役　

東　

 

修 

平

〒
577- 

0007 

大
阪
府
東
大
阪
市
稲
田
本
町
３―

７―

17

☎
０
８
０―

５
３
５
９―

８
９
９
７
（
日
本
・
中
国
共
通
）

Ｆ
Ａ
Ｘ　
０
６―

６
７
４
６―

６
８
４
４

 E-m
ail  azum

a.s@
donghua-sh.com

（
日
本
・
中
国
共
通
）

セラミック加工品

≪商品紹介≫
～色メリヤスウエス～（１ｋｇ￥350）
～混合ウエス～　　 　（１Kg￥150）
～タオルウエス～　　（１ｋｇ￥400）
～タオル雑巾～          　     （１Ｋｇ￥600）

社会福祉法人ヤンググリーン
障害福祉さぽーとライフグリーン
〒578－ 0905　東大阪市川田４－４－８
ＴＥＬ：072－ 963－ 4838
ＦＡＸ：072－ 963－ 4855

ウエス販売

☆不用になった中古衣料やタオルから、ウエス
に適した原料だけを選別加工し商品として仕上
げました。障がいを持つ利用者が手作業で丁寧
に裁断し、梱包をしています。地球に優しく、
皆様に愛される商品を目指しています。

エ
ア
ツ
ー
ル
部
品
の
機
械
加
工
・
製
品
組
立

勝
井
鋼
業
株
式
会
社

〒
577-

0065 

東
大
阪
市
高
井
田
中
１―

８―

14

本
社
工
場

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
６（
６
７
８
１
）８
３
３
７

電　

話 

０
６（
６
７
８
２
）６
５
６
５

フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ
ッ
プ
花
勝

乾
野　

貴
裕

〒577-

0067

東
大
阪
市
高
井
田
西
１―

９―

５

☎
０
６―

６
７
８
１―

３
２
３
３

株
式
会
社
三
友
自
動
車
工
業

〒
577-

0006　

東
大
阪
市
楠
根
一―

七―

三
四

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
〇
六
）六
七
四
五―

五
二
〇
〇

当
社
は
車
検
業
務
に
お
い
て
、Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
の
認
証
を
取
得
し
て
お
り
ま
す
。

Ｉ
Ｐ（
〇
五
〇
）三
三
八
六―

六
二
五
七

Ｆ
Ａ
Ｘ（
〇
六
）六
七
四
五―

五
八
七
一

陸
運
局
指
定　

民
間
車
検
工
場

代
表
取
締
役　

岩　

崎　

史　

郎

防
災
体
験
学
習
を

し
て
い
ま
す

防
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学
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し
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民
具
供
養
館

民
具
供
養
館

往
生
院
六
萬
寺

往
生
院
六
萬
寺

お問い合せ
申 し 込 み

072-981-2597

喜楽亭喜楽亭喜楽亭
き らく てい

八
尾
市
に
誕
生
し
た

寄
席
小
屋

八
尾
市
に
誕
生
し
た

寄
席
小
屋

席
亭
・
中
川　

政
雄

名
誉
席
亭
・
里
見
ま
さ
と
（
ザ
・
ぼ
ん
ち
）

八
尾
市
陽
光
園
２―

５―

４
（
Ｊ
Ｒ
八
尾
駅
よ
り
徒
歩
３
分)

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
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０―
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株
式
会
社
み
つ
や

代
表
取
締
役
社
長  

北 

野 

順 

平

           

東
大
阪
市
菱
江
１―

16―

３

☎
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７
２―

９
６
０―

３
７
２
５

U
R
L  http://w

w
w
.3
-arrow

.com

〒　

―578
0984

た
話
に
よ
る
と
価
格
も
さ

る
こ
と
な
が
ら
、「
乾
電

池
」
だ
け
は
百
均
の
方
が

売
り
上
げ
の
回
転
率
が
良

い
の
で
、
乾
電
池
の
寿
命

　

少
子
高
齢
社
会
の
危
機
感
は
約
７
６
０
あ
る
大
学

に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
国
公
立
大
は
「
一

法
人
複
数
大
学
方
式
（
ア
ン
ブ
レ
ラ
方
式
）」、
企
業

で
い
う
と
こ
ろ
の
「
持
ち
株
会
社
」
の
よ
う
に
運
営

さ
れ
、
Ｍ
＆
Ａ
（
企
業
の
合
併
・
買
収
）
手
法
で
大

学
の
再
編
、
統
廃
合
を
進
め
て
い
る
。

　

人
生
１
０
０
年
時
代
、
幼
児
か
ら
高
齢
者
（
レ
カ

レ
ン
ト
教
育
）
ま
で
「
生
涯
学
習
の
ま
ち
」
を
標
榜

し
た
自
治
体
が
あ
っ
て
も
い
い
。そ
の
よ
う
な
な
か
、

大
阪
商
業
大
学
（
東
大
阪
市
御
厨
栄
町
４
―
１
―

10
）
は
谷
岡
一
郎
学
長
が
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
な
り

地
域
と
の
交
流
事
業
を
精
力
的
に
展
開
し
て
い
る
。

増
え
る
シ
ニ
ア
層
と
減
少
す
る
キ
ッ
ズ
層
を
対
象
に

し
た
２
つ
の
イ
ベ
ン
ト
を
取
材
し
た
。

　

Early Bird University

朝
活
セ
ミ
ナ
ー
は
「
ア
ー

リ
ー
バ
ー
ド
」（
早
起
き

人
）
を
対
象
に
７
時
30
分

か
ら
45
分
間
、
大
阪
商
業

大
学
・
リ
ア
ク
ト
カ
フ

エ
（
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
・

コ
モ
ン
ズ 

リ
ア
ク
ト
内
）

で
開
く
。

　

今
回
は「
時
代
を
語
り
、

社
会
を
考
え
る
―
大
坂
か

ら
大
阪
へ
―
」
を
テ
ー
マ

に
、
同
大
教
員
が
７
月
３

日
（
毎
週
火
曜
日
）
ま
で

の
全
５
回
を
担
当
（
秋
期

の
内
容
は
検
討
中
）。

　

６
月
26
日
、
谷
内
正
往

准
教
授
（
総
合
経
営
学

部
）
は
「
広
が
る
大
阪
：

鉄
道
が
残
し
た
役
割
」
に

学
長
（
公
共
学
部
教
授
、

日
本
テ
セ
レ
ー
シ
ョ
ン
デ

ザ
イ
ン
協
会
）
の
指
導
の

も
と
、
八
戸
ノ
里
小
学
校

４
、
５
年
生
の
19
人
と
保

護
者
ら
が
参
加
。
子
ど
も

た
ち
は
熱
心
に
ハ
サ
ミ
で

型
紙
を
切
り
貼
り
し
、
１

枚
の
画
用
紙
に
デ
ザ
イ
ン

し
彩
色
を
施
す
。
最
後
は

谷
岡
学
長
か
ら
デ
ザ
イ
ン

賞
や
ユ
ー
モ
ア
賞
な
ど
の

表
彰
を
受
け
、
２
時
間
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
楽
し

ん
だ
。

　

小
学
３
と
６
年
生
を
も

つ
母
親
は
「
初
め
て
エ
ッ

シ
ャ
ー
・
パ
タ
ー
ン
を

知
っ
た
。
大
学
と
小
学
校

と
地
域
が
タ
イ
ア
ッ
プ
す

る
こ
と
は
い
い
で
す
ね
。

学
校
で
教
え
て
も
ら
え
な

い
こ
と
を
経
験
で
き
ま
す

か
ら
」と
評
価
し
て
い
た
。

　

地
域
に
お
け
る
大
学
の

あ
り
方
に
つ
い
て
、
同
大

総
合
交
流
支
援
課 

中
山

雅
靖
課
長
（
53
）
に
聞
い

た
。

　
「
ス
ポ
ー
ツ
（
肉
体
）

と
頭
脳
を
含
め
て
、
東
大

阪
市
内
全
小
学
生
８
千
人

を
対
象
に
リ
ア
ク
ト
を
展

開
し
ま
す
」

　

具
体
的
に
は
「
秋
の
ス

ポ
ー
ツ
大
会
で
は
大
学
の

ク
ラ
ブ
生
全
員
を
総
動
員

し
、
大
学
生
と
児
童
の
交

流
を
通
じ
て
、
気
づ
き
や

体
験
か
ら
学
ん
で
も
ら
う

と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
ア

ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の

可
能
性
を
熱
く
語
っ
た
。

 

（
石
河
亮
平
）

地域交
流に全力投球

シ
ニ
ア 

朝
活
セ
ミ
ナ
ー

キ
ッ
ズ 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

今
回
紹
介

す
る
店
は
ジ

「
た
か
ら
や
」
と
同

時
期
だ
。
現
在
の
社

長
・
植
田
貴た

か
し之
さ
ん

（
47
）
は
３
代
目
で

あ
り
、
奥
さ
ん
の
美み

佳か

さ
ん
、
お
母
さ
ん

の
悦
子
さ
ん
と
共
に

を
考
え
る
と
百
均
店

に
軍
配
が
上
が
る
よ

植田悦子さん（左）と植田貴之さん



東　　　 大　　　 阪 （２）（第 3 種郵便物認可） （新聞定価　月ぎめ 850円） 平成３０年７月１５日（日）

ラ
イ
ブ
を
楽
し
め
る
。

　

５
月
16
日
の
午
後
、
喜

光
寺
（
奈
良
市
菅
原
町
５

０
８
）
の
お
写
経
道
場
を

ス
テ
ー
ジ
に
「
そ
ら
い
真

弓
カ
ル
テ
ッ
ト
」が
出
演
、

蓮
寺
に
相
応
し
い
爽
や
か

な
ジ
ャ
ズ
の
音
色
を
届
け

た
。

　

開
演
に
先
立
ち
喜
光
寺

の
山
田
法
胤
住
職
が
、
喜

光
寺
と
行
基
菩
薩
と
の
ご

縁
や
「
い
ろ
は
写
経
」
に

つ
い
て
や
さ

し
く
解
説

し
、
聴
衆
は

ユ
ー
モ
ア
た

っ
ぷ
り
の
山

田
住
職
の
お

話
に
引
き
込

ま
れ
て
い

た
。

　

ボ
ー
カ
ル
の
そ
ら
い
真

弓
さ
ん
は
奈
良
県
香
芝
市

在
住
、
音
楽
活
動
の
他
に

寺
院
関
係
の
ラ
ジ
オ
番
組

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
を
務
め

る
マ
ル
チ
タ
レ
ン
ト
だ
。

ピ
ア
ノ
の
柳
原
由
佳
さ
ん

は
バ
ー
ク
リ
ー
音
楽
院
を

卒
業
、
Ｎ
Ｙ
・
ペ
ン
シ
ル

ベ
ニ
ア
に
て
ピ
ア
ノ
ト
リ

オ
の
ラ
イ
ブ
を
行
っ
て
い

る
。
ベ
ー
ス
の
宗
竹
正
浩

さ
ん
は
大
学
在
学
中
よ
り

大
阪
の
ジ
ャ
ズ
ク
ラ
ブ
で

演
奏
活
動
を
始
め
る
。
近

年
は
自
身
の
タ
ン
ゴ
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
も
熱
心
に
活
動

し
て
い
る
。
ド
ラ
ム
の
中

村
雄
二
郎
さ
ん
は
高
校
卒

業
後
バ
ー
ク
リ
ー
音
楽
院

に
入
学
、
卒
業
後
に
Ｎ
Ｙ

の
数
多
く
の
ジ
ャ
ズ
ク
ラ

ブ
に
出
演
、
現
在
は
関
西

を
拠
点
に
活
動
中
だ
。

 

（
小
川
秀
人
）

山
田
法
胤
住
職
が 「
い
ろ
は
写
経
」 解
説

時
遊

4

4

空
間
で

交
流
を
楽
し
む

多目的スペース ギャラリーNICO
蓮の花とジャズの
音色が似合う古刹、 喜光寺

ムジークフェストなら

広域

山田法胤住職の話は
ユーモアたっぷり

広
く
て
ゆ
っ
く
り
寛
げ
る
リ
ビ
ン
グ

暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

株
式
会
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マ
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確
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井
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育
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五
條
市
住
川
町
一
四
〇
三
番
地

テ
ク
ノ
パ
ー
ク
な
ら
工
業
団
地
内

☎（
〇
七
四
七
）二
六―

二
〇
五
〇

　
「
非
常
に
不
可
思
議
な
小
説
で
す
。
夢
の
中
の

〝
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
〞
が
そ
こ
に
は
あ
る
」

　
「
…
夢
に
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
が
？　

ど
う
い
う
こ
と

で
す
か
？
」

　

マ
ス
タ
ー
は
目
を
細
め
た
。
そ
れ
は
知
的
な
フ
ク

ロ
ウ
の
よ
う
な
印
象
を
翔
平
に
与
え
た
。

　
「〝
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
〞
と
い
う
の
は
何
も
現
実
の
中

に
し
か
な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
夢
に
も
夢
の

〝
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
〞
が
あ
る
。
そ
の
感
覚
を
実
感
と

し
て
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
」

　

翔
平
は
注
意
深
く
言
葉
を
追
っ
た
。

　
「
こ
れ
こ
そ
、
小
説
を
通
す
こ
と
で
し
か
得
る
こ

と
が
で
き
な
い
体
験
で
す
。
非
常
に
複
雑
で
、
非
常

に
豊
か
で
、
非
常
に
不
条
理
な
」

　

じ
っ
と
耳
を
そ
ば
だ
て
て
聞
い
て
い
た
が
、
翔
平

に
は
マ
ス
タ
ー
の
話
し
て
い
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
理

解
で
き
な
か
っ
た
。

　
「
夢
に
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
が
あ
る
と
い
う
の
は
ど
う

い
う
こ
と
な
ん
で
し
ょ
う
？
」

　
「〝
リ
ア
ル
〞
と
〝
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
〞
の
違
い
は
分

か
り
ま
す
か
？
」

　

フ
ク
ロ
ウ
の
よ
う
な
視
線
が
翔
平
に
浴
び
せ
ら
れ

る
。

　
「
い
や
…
あ
の
、
分
か
り
ま
せ
ん
」

　
「
リ
ア
ル
と
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
は
似
て
非
な
る
も
の

で
す
。
現
実
と
現
実
感
は
別
物
だ
」

　
「
…
は
ぁ
」

　
「
私
た
ち
は
リ
ア
ル
よ

り
も
、
実
感
と
し
て
の
リ

ア
リ
テ
ィ
ー
を
欲
し
て
い

る
。
そ
し
て
リ
ア
リ
テ
ィ

ー
に
は
現
実
を
遥
か
に
超

え
た
感
覚
知
と
し
て
の
快

楽
が
あ
る
」

　

翔
平
に
は
何
一
つ
理
解

で
き
な
か
っ
た
。
た
だ
分

か
る
の
は
そ
れ
が
日
本
語
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
け

で
あ
る
。
同
じ
母
国
語
を
話
し
な
が
ら
意
思
の
疎
通

が
で
き
な
い
状
態
に
酔
い
が
ぶ
り
返
し
そ
う
に
な
っ

た
。
言
葉
一
つ
一
つ
を
取
れ
ば
な
ん
と
な
し
に
意
味

が
分
か
る
の
に
、
そ
れ
が
分
節
と
し
て
組
み
立
て
ら

れ
て
い
く
と
何
も
分
か
ら
な
く
な
る
。
そ
の
状
態
は

〝
悪
夢
〞
に
似
て
い
た
。

　

そ
の
よ
う
な
こ
と
は
関
係
な
し
に
マ
ス
タ
ー
は
続

け
た
。

　
「
そ
れ
で
は
あ
な
た
の
姿
形
が
変
化
し
た
こ
と
は

リ
ア
ル
な
の
で
し
ょ
う
か
？
」

　
「
え
、
い
や
、
ま
ぁ
、
そ
の
…
こ
れ
は
現
実
で
す
」

　
「
そ
う
で
し
ょ
う
。
そ
れ
が
現
実
だ
と
す
れ
ば
、

そ
れ
ほ
ど
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
の
な
い
現
実
は
な
い
」

　
「
…
」

　
「
現
実
と
い
う
も
の
は
非
常
に
勝
手
な
も
の
で
す
。

時
と
し
て
状
況
説
明
さ
え
な
い
こ
と
が
あ
る
。
そ
し

て
現
実
と
い
う
も
の
は
し
ば
し
ば
小
説
、
そ
う
作
り

話
よ
り
も
ず
っ
と
お
か
し
な
こ
と
が
起
こ
り
得
る
も

の
な
の
で
す
」

　
「
は
ぁ
」

　
「
作
家
は
そ
の
す
っ
と
ん
き
ょ
う
な
現
実
に
〝
リ

ア
リ
テ
ィ
ー
〞
を
肉
付
け
し
て
い
く
」

　

そ
う
言
っ
て
マ
ス
タ
ー
は
目
を
細
め
た
。

ほ
と
ん
ど
そ
れ
は
目
を
瞑
っ
て
い
る
よ
う
で

あ
っ
た
。

　

翔
平
に
必
要
な
も
の
は
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
そ

の
も
の
で
あ
っ
た
。
奇
跡
か
ら
の
日
常
へ
の

交
差
。
そ
こ
に
伴
う
実
感
を
必
要
と
し
て
い

る
こ
と
を
無
意
識
の
中
で
知
る
に
至
っ
た
の

で
あ
る
。

　
「
お
か
え
り
な
さ
い
ま
せ
」

　

そ
う
言
っ
て
マ
ス
タ
ー
は
深
紅
の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア

ン
・
グ
ラ
ス
を
目
の
前
に
差
し
出
し
た
。
そ
の
所
作

は
軽
や
か
で
あ
り
な
が
ら
落
ち
着
い
た
も
の
だ
っ

た
。
そ
こ
に
抱
く
あ
る
種
の
違
和
感
は
〝
音
〞
が
し

な
い
こ
と
だ
っ
た
。
バ
ー
テ
ン
ダ
ー
の
動
き
か
ら
は

音
は
消
さ
れ
て
い
た
。
翔
平
に
は
そ
の
こ
と
が
ひ
ど

く
奇
妙
に
映
っ
た
。

　
「
お
か
え
り
」
と
い
う
意
味
を
見
失
っ
た
ま
ま
そ

の
言
葉
を
頭
の
中
で
反
芻
し
な
が
ら
、
ま
だ
お
ぼ
ろ

げ
な
意
識
の
中
を
手
探
り
で
前
に
進
め
る
。
ヴ
ェ
ネ

ツ
ィ
ア
ン
・
グ
ラ
ス
に
は
植
物
の
蔦
模
様
が
金
地
で

施
さ
れ
て
い
た
。
手
の
ひ
ら
に
ひ
ん
や
り
と
し
た
感

覚
が
宿
っ
た
。
飲
ん
で
み
る
と
そ
れ
は
水
だ
っ
た
。

口
の
中
に
含
ん
だ
瞬
間
、清
ら
か
な
心
地
が
広
が
り
、

喉
を
通
り
抜
け
る
と
そ
の
明
瞭
な
感
覚
は
全
身
を
駆

け
巡
っ
て
い
っ
た
。
一
気
に
霧
が
晴
れ
た
よ
う
に
、

思
考
の
輪
郭
が
く
っ
き
り
と
浮
か
び
上
が
っ
て
見
え

た
。

　

グ
ラ
ス
を
置
く
と
、
カ
ラ
ン
と
氷
が
傾
い
た
涼
や

か
な
音
が
鼓
膜
に
届
い
た
。

　

随
分
と
飲
み
過
ぎ
た
ら
し
い
。
翔
平
は
夢
の
中
で

起
き
た
出
来
事
を
思
い
返
し
て
み
た
。

　
「
そ
れ
は
あ
れ
で
す
ね
。
フ
ラ
ン
ツ
・
カ
フ
カ
の
遺

作
で
す
ね
」

　

翔
平
の
話
に
じ
っ
と
耳

を
傾
け
て
い
た
マ
ス
タ
ー

が
静
か
に
そ
う
言
っ
た
。

　
「
…
…
カ
フ
カ
？
」

　

そ
の
馴
染
み
の
あ
る
名

前
に
唐
突
に
出
会
っ
た
驚

き
を
翔
平
は
隠
す
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
。

　
「
彼
の
『
城
』
と
い
う

作
品
が
そ
の
よ
う
な
話

で
、
城
に
招
か
れ
た
の
だ
け
れ
ど
一
向
に
入
る
こ
と

が
で
き
な
い
。
近
づ
い
て
い
る
よ
う
で
〝
城
〞
は
遠

の
き
、
す
ぐ
そ
こ
に
見
え
る
の
に
永
遠
に
辿
り
着
く

こ
と
が
で
き
な
い
。〝
城
〞
は
〝
神
〞
の
メ
タ
フ
ァ

ー
だ
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
」

　

翔
平
は
マ
ス
タ
ー
の
言
葉
を
今
し
が
た
見
た
夢
と

重
ね
合
わ
せ
た
。

　
「
あ
と
…
」

　

そ
う
言
い
か
け
て
背
中
を
向
け
る
と
、
酒
の
ボ
ト

ル
を
置
い
て
い
る
棚
に
手
を
伸
ば
し
た
。
そ
し
て
分

厚
い
箱
を
取
り
出
し
て
翔
平
の
目
の
前
に
置
い
た

（
例
に
よ
っ
て
そ
の
一
連
の
動
作
か
ら
〝
音
〞
は
抜

け
落
ち
て
い
た
）。
よ
く
見
て
み
る
と
箱
だ
と
思
っ

て
い
た
の
は
１
冊
の
文
庫
本
だ
っ
た
。

　
「
２
０
１
７
年
に
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
を
受
賞
し
た

カ
ズ
オ
・
イ
シ
グ
ロ
で
す
」

　

翔
平
は
そ
の
フ
ァ
ー
ス
ト
ネ
ー
ム
か
ら
呼
ば
れ
る

西
洋
式
の
日
本
人
の
名
前
を
そ
の
時
は
じ
め
て
聞
い

た
。
イ
シ
グ
ロ
・
カ
ズ
オ
、
ど
こ
に
で
も
い
そ
う
な

名
前
だ
と
思
う
と
同
時
に
、
そ
の
名
を
持
つ
人
間
と

出
会
っ
た
こ
と
が
な
い
と
い
う
こ
と
に
気
付
い
た
。

　
「『
充
た
さ
れ
ざ
る
者
』。
ま
さ
に
夢
の
中
に
い
る

よ
う
な
話
で
す
。
主
人
公
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
は
〝
木
曜

の
夕
べ
〞
と
い
う
名
の
演
奏
会
に
呼
ば
れ
ま
す
。
そ

こ
で
ピ
ア
ノ
を
披
露
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
、

そ
の
会
に
延
々
と
辿
り
着
か
な
い
」

　
「
じ
ゃ
あ
ピ
ア
ノ
を
演
奏
で
き
な
い
」

　
「
そ
う
、
演
奏
で
き
な
い
。
で
も
、
木
曜
の
夕
べ

は
開
催
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
主

人
公
の
男
は
ひ
ど
く
精
神
を
摩
耗
し
ま
す
」

　
「
結
局
、
そ
の
会
は
開
か
れ
る
ん
で
す
か
？
」

　
「
い
や
…
」

　
「
え
、
で
も
こ
ん
な
に
分
厚
い
本
で
す
よ
。
そ
れ

だ
け
の
内
容
で
も
つ
ん
で
す
か
？
」

河
内
の
カ
フ
カ嶋津 

亮
太

（
八
尾
市
在
住
の
小
説
家
）

連 載

小 説

―⑱―

次
号
（
８
月
15
日
付
）
に
続
く

河内のカフカ
　
「
ム
ジ
ー
ク
フ
ェ
ス
ト

な
ら
」
は
２
０
１
２
年
よ

り
奈
良
県
全
域
に
お
い
て

毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
音

楽
祭
だ
。
５
月
７
日
〜
６

月
３
日
の
28
日
間
、
ジ
ャ

ン
ル
を
問
わ
ず
ジ
ャ
ズ
・

ロ
ッ
ク
ン
ロ
ー
ル
・
ポ
ピ

ュ
ラ
ー
・
ク

ラ
シ
ッ
ク

等
々
が
、
古

都
奈
良
の
そ

こ
か
し
こ
で

　

Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
代
表
の
多
田

羅
み
づ
代
さ
ん
（
58
）
は

「
昨
年
８
月
に
訪
日
客
の

受
け
入
れ
に
と
民
泊
を
始

め
た
と
こ
ろ
、
海
外
に
住

む
日
本
人
が
宿
泊
先
と
し

て
選
ん
で
く
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
予
約
の
な

い
時
は
ワ
イ
ン
会
な
ど
で

賑
わ
っ
て
い
ま
す
」
と
話

　

民
泊
に
踏
み
切
っ
た
動

機
に
つ
い
て
多
田
羅
さ
ん

は
、
ま
ず
母
が
介
護
施
設

入
居
で
空
家
と
な
っ
た
こ

と
、
次
に
八
尾
市
内
に
は

ホ
テ
ル
が
少
な
い
こ
と
、

最
後
に
「
地
域

の
た
め
に
も
な

る
の
だ
っ
た

ら
」
と
明
か
し

た
。
リ
ビ
ン
グ

に
は
母
が
趣
味

す
。　

　

使
い
方
は
さ
ま
ざ
ま

だ
。
近
隣
住
民
か
ら
法
事

な
ど
で
親
戚
縁
者
の
宿
と

し
て
使
え
る
、
結
婚

式
の
２
次
会
や
同
窓

会
な
ど
に
も
使
え
、

遠
来
の
人
は
そ
の
ま

ま
泊
ま
れ
る
。
ビ
ジ

ネ
ス
で
は
少
人
数
の

会
議
や
商
談
に
最
適
だ
。

徹
夜
の
議
論
や
仕
事
を
終

え
て
朝
に
出
勤
す
る
勤
め

人
も
多
い
。

に
し
て
い
た
日
本
手
芸
の

押
絵
（
主
に
人
物
）
が
10

点
ほ
ど
展
示
さ
れ
て
い
る
。

Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
の
ネ
ー
ミ
ン
グ

は
母
の
「
久
仁
子
」
さ
ん

を
英
字
表
示
し
た
も
の
。

　

昨
年
８
月
８
日
付
け
の

「
旅
館
業
簡
易
宿
泊
所
営

業
」「
飲
食
店
営
業
」
許

可
書
（
い
ず
れ
も
八
尾
保

健
所
長
）
が
掲
示
さ
れ
、

消
防
検
査
も
ク
リ
ア
し
て

い
る
。
宿
泊
実
績
は
月
４

〜
５
組
で
平
均
宿
泊
数
は

１
泊
。
利
用
者
は
す
べ
て

口
コ
ミ
だ
と
言
う
。
宿
泊

料
金
は
原
則
１
棟
貸
し
３

万
円
（
税
込
み
）
の
み
だ

が
、
紹
介
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

中
は
１
人
平
日
４
千
円
、

日
祭
日
前
４
千
５
百
円
で

提
供
。そ
の
他
ワ
イ
ン
会
、

日
本
酒
利
き
酒
会
、
和
食

の
「
名
店
の
味
会
」
な
ど

テ
ー
マ
に
応
じ
た
コ
ラ
ボ

企
画
を
精
力
的
に
展
開
し

て
い
る
。
ま
さ
に
時
遊
空

間
で
交
流
が
楽
し
め
る
。

　

運
営
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
る
株
式
会
社
Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ａ

Ｓ
Ｉ
Ａ
（
八
尾
市
萱
振
町

３
―
１
１
８
―
４
―
１
０

２
）
代
表
取
締
役
・
新
井

千
春
さ
ん
（
31
）
は
「
八

尾
市
の
活
性
化
を
し
た
く

て
不
動
産
屋
に
な
り
、
空

き
家
の
維
持
と
地
域
活
性

化
の
た
め
に
〝
空
き
家
活

用
士
〞
を
取
得
」
し
た
。

新
井
さ
ん
に
よ
る
と
「
八

尾
の
空
き
家
率
は
14
・

８
％
、
全
国
平
均
は
13
・

８
％
」。
こ
の
実
態
に
対

し
て
多
田
羅
み
づ
代
さ
ん

は
「
空
き
家
利
用
法
の
モ

デ
ル
ケ
ー
ス
に
な
り
た

い
」
と
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
だ
。

　

空
き
家
問
題
は
、
民
泊

活
用
だ
け
で
は
な
い
。
ま

ち
中
の
安
全
安
心
活
動
や

　

６
月
18
日
の
大
阪
北
部

地
震
で
多
田
羅
さ
ん
は

「
い
つ
も
手
伝
っ
て
く
れ

て
い
る
茨
木
市
の
学
生
た

ち
が
、
お
風
呂
に
も
入
れ

な
い
で
い
る
の
で
、
ギ
ャ

ラ
リ
ー
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
を
解
放

す
る
」
と
興
奮
気
味
に

語
っ
た
。

　

近
鉄
で
も
Ｊ
Ｒ
で
も
、

八
尾
駅
か
ら
ワ
ン
メ
ー

タ
ー
の
住
宅
街
。
敷
地
は

約
60
坪
、
築
50
年
の
２
階

建
木
造
住
宅
は
、
１
階
の

リ
ビ
ン
グ
（
16
畳
）
と
和

室
（
８
畳
）、キ
ッ
チ
ン
（
３

畳
）
で
使
い
勝
手
が
よ
い
。

２
階
は
洋
室
２
室
と
和
室

１
室
。
10
人
が
泊
ま
れ
、

自
炊
も
持
ち
込
み
も
可
能
。

日
本
家
屋
に
た
だ
よ
う
木

質
の
空
間
に
ゆ
っ
た
り
と

し
た
時
間
が
流
れ
る
快
適

な
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
だ
。

町
内
自
治
、
地

域
美
化
、
健
康

増
進
維
持
運

動
、
文
化
活
動

（
華
道
・
茶
道
・

書
道
、
日
本
舞

踏
・
邦
楽
・
詩

吟
）、
町
内
ミ

ニ
図
書
館
な

ど
、
空
き
家
を

維
持
し
な
が
ら

再
設
計
す
る
こ

と
で
利
用
価
値

は
高
ま
る
。
ア

イ
デ
ア
次
第
だ

ろ
う
。
現
代
版

井
戸
端
会
議
ど

こ
ろ
、寺
子
屋
、

床
屋
、
赤
ひ
げ

診
療
所
は
い
か

が
だ
ろ
う
か
。

 

（
石
河
亮
平
）

　

空
き
家
利
用
と
民
泊
解
禁

が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
民
泊
を
本
格
解

禁
す
る
住
宅
宿
泊
事
業
法
（
民
泊
新
法
）
が

６
月
15
日
施
行
。
新
法
は
訪
日
客
の
受
け
入
れ

拡
大
や
空
家
の
利
用
促
進
な
ど
か
ら
も
期
待
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
な
か
、
空
家
を
活

用
し
宿
泊
事
業
だ
け
で
は
な
く
、
多
目
的
活
用

の
場
も
提
供
す
る
「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ｎ
Ｉ
Ｃ

Ｏ
」（
八
尾
市
南
本
町
４
―
２
―
４
）

を
訪
ね
た
。

ギャラリーNICO（株式会社エイブル） 〒581-0087　八尾市明美町1-1-24
TEL ： 072-99-3507　FAX ： 072-991-3741

空
家
活
用
モ
デ
ル

オーナーの多田羅みづ代さん
（左） と運営支援の新井千春さん

左
か
ら
そ
ら
い
真
弓
さ
ん
、宗
竹
正
浩
さ
ん
、中
村
雄
二
郎
さ
ん
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暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

相続大増税‼対策は万全ですか？
電話相談初回無料！お気軽に

岩田志郎税理士事務所
〈八尾東部産業クラブ所属〉

インターネットは「相続ＱＱ隊」または「岩田志郎」で検索してください

八尾市上尾町２―10
（上尾町バス停すぐ） 電話 ０７２―９２１―５６５７

野
田
ブ
ラ
シ
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役  

野
田
明
宏

八
尾
市
本
町
４

―

８

―
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〒581-0003
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

（
０
７
２
）
９
２
３―

１
６
０
７

Ｆ
Ａ
Ｘ 

（
０
７
２
）
９
２
３―

１
１
６
８

各
種
ブ
ラ
シ
製
造
・
販
売

原　
　
　
正

憲

桐

山

友

良

ビ
ュ
ー
テ
ィ
バ
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
エ
バ
ー

女
性
の
み
エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
サ
ロ
ン

JR
久
宝
寺
駅
南
口　

サ
ン
ハ
イ
ツ
田
中

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
〇
七
二
）九
七
四―

七
一
八
一

オ
ー
ナ
ー　

仮
屋
園　

文
子

ぞ
の

か
り
や

カ
ン
エ
イ
産
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役
会
長 

菅　

春
水

代
表
取
締
役
社
長 

菅　

康

〒
五
八
一―

〇
〇
五
二　

八
尾
市
竹
渕
２
丁
目
１
３
６
番
地

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
〇
六
）六
七
〇
八―

七
五
一
七（
代
）

各
種
表
面
処
理
薬
剤

産業機械  設計・製作 及び

材料から組立までトータルな製造工程で幅広くお応えします

製缶・溶接・機械加工

中西工業株式会社
会　　　長　中 西 　 博
代表取締役　中 西 啓 豪

機械器具設置工事業　第４４１２４号

〒581―0842　大阪府八尾市福万寺町２丁目 71 番地
TEL 072―998―1323    FAX 072―998―1312

有
料
老
人
ホ
ー
ム
・
高
齢
者
専
用
賃
貸
住
宅
の
こ
と
な
ら

株
式

会
社

小
滝
工
務
店

当
社
の
豊
富
な
実
績
に
よ
り
、
蓄
積
さ
れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
も
と
に

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
か
ら
事
業
計
画
・
施
工
ま
で
お
任
せ
く
だ
さ
い

〒
581―

0016 

八
尾
市
八
尾
木
北
６
丁
目
55―

２

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
７
２―

９
９
６―

６
８
２
０

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
７
２―

９
２
３―

０
０
１
５

税
理
士　

奥
田 　

順

税
理
士　

奥
田 

恭
久

奥
田
会
計
事
務
所

〒
５
４
２―

０
０
６
１

大
阪
市
中
央
区
安
堂
寺
町
２―

２―

８―

７
０
１

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
６―

６
７
６
６―

１
０
２
１

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
６―

６
７
６
６―

１
０
２
２

（
事
務
所
長
）

〒581
-0867

八
尾
市
山
本
町
南
１―

10―

23

　

０
１
２
０―

３
５―

５
６
７
８

月
〜
土　

10
時
〜
19
時
（
18
時
受
付
終
了
）

定
休
日　

日
祝

桃
源
の
里
治
療
院

代
表　

小
橋　

稔
子

（
あ
ん
ま
指
圧
マ
ッ
サ
ー
ジ
）

株
式
会
社  

涼
水
設
備

水
道
工
事
業

代
表
取
締
役
社
長 

佐
竹
涼
一

〒
582 ―

0021 

柏
原
市
国
分
本
町
７―

４―

46

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
７
２―

９
７
８―

２
１
２
６

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
７
２―

９
４
６―

６
３
７
３

豪
華

ス
テ
ー
ジ
と
音
響
で

ス
タ
ー
気
分

豪
華

ス
テ
ー
ジ
と
音
響
で

ス
タ
ー
気
分

カ
ラ
オ
ケ
発
表
会
・
誕
生
日
会

パ
ー
テ
ィ
ー
等
に
ご
利
用
下
さ
い

八
尾
市
太
子
堂
１―

５―

15

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
２―

９
９
４―

９
８
５
９

０
９
０―

３
３
５
３―

１
１
１
０

カ
ラ
オ
ケ
ス
テ
ー
ジ

エ
シ
ャ
ロ
ッ
ト

株
式
会
社
Ｍ
Ｉ
Ｍ
Ａ

八
尾
市
リ
フ
ォ
ー
ム
着
工
件
数
No.
１

〒
581-

0014　

八
尾
市
中
田
３―

11

〇
一
二
〇―

四
三―

〇
六
八
三

代
表
取
締
役
社
長　

美　

馬　

功
之
介

パ
ー
ト
さ
ん
募
集

パ
ー
ト
さ
ん
募
集

㈲
大
光
製
本
所

大
阪
市
平
野
区
背
戸
口
１―

22―

32

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
６―

６
７
０
５―

３
１
９
１

お気軽に

お電話下さ
い

誰
で
も
で
き
る
軽
作
業

週
３
日
ほ
ど

朝
９
時
〜
夕
方
５
時

時
間
・
曜
日
ご
相
談
下
さ
い

45
歳
ま
で

●●●●●不
動
産
管
理

代
表
取
締
役　

西
田　

貞
之

八
尾
市
太
子
堂
四
丁
目
四
番
一
号

電
話 

〇
七
二―

九
二
五―

一
三
〇
八

株式会社
西日本電気保安事務所
代表取締役　樽本裕美
〒578-0905
大阪府東大阪市
川田２丁目21番18号

TEL 072―963―7773
FAX 072―963―5832

〒581-0055
八尾市跡部南之町 2-2 - 4

日本合成洗剤株式会社

TEL ０７２-９９２-４３１２
FAX ０７２-９９４-１２０５

　

以
前
か
ら
私
は
、
税
の
計
算
は
あ
ま
り

に
も
難
し
い
と
主
張
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
そ
の
一
つ
が
相
続
税
の
土
地
の
評
価

方
法
「
広
大
地
の
評
価
」
で
す
。
広
大
地

と
い
う
の
は
、
面

積
が
概
ね
五
百
平

方
メ
ー
ト
ル
を
超

え
る
土
地
に
適
用

さ
れ
ま
す
。
土
地

を
分
譲
し
た
り
、

マ
ン
シ
ョ
ン
を
建

て
た
り
す
る
開
発

行
為
を
す
る
場

合
、
役
所
の
許
可

が
必
要
に
な
り
ま

す
。
概
ね
と
書
き

ま
し
た
の
は
地
域
に
よ
っ
て
面
積
が
変
わ

る
場
合
が
あ
る
か
ら
で
す
。
こ
の
広
大
地

の
評
価
方
法
は
、
平
成
三
十
年
か
ら
廃
止

さ
れ
、「
地
積
規
模
の
大
き
な
宅
地
の
評

価
」
と
な
り
ま
し
た
。
名
前
も
変
わ
り
ま

し
た
が
、
内
容
を
簡
単
に
し
た
の
で
す
。

そ
し
て
改
正
の
た
め
に
損
を
す
る
方
、
得

を
す
る
方
が
出
て
く
る
の
も
事
実
で
す
。

　

従
前
の
広
大
地
の
評

価
が
適
用
さ
れ
ま
す

と
、
土
地
の
評
価
額
が

60
％
以
下
に
な
る
た
め

税
理
士
と
し
て
は
無
視

を
す
る
わ
け
に
も
い
か

ず
、
ど
ち
ら
が
正
し
い

と
い
う
結
論
を
導
き
出

す
の
に
大
変
な
苦
労
を

し
ま
す
。
同
様
に
税
務

署
の
判
断
も
大
変
だ
と

お
察
し
し
ま
す
。

　

ど
の
よ
う
な
内
容
か
と
い
う
と
、
そ
の

土
地
を
開
発
す
る
と
な
っ
た
と
き
に
潰
れ

地
が
発
生
す
る
か
ど
う
か
を
判
断
し
ま

す
。
つ
ま
り
分
譲
す
る
と
き
に
、道
路（
公

道
）
を
入
れ
る
た
め
に
売
れ
な
い
土
地
が

発
生
す
る
か
ど
う
か
で
す
。
道
路
が
必
要

と
な
る
と
評
価
を
下
げ
る
と
い
う
こ
と
な

の
で
す
。
ど
の
様
な
道
路
か
に
関
係
が
な

く
、
評
価
額
が
60
％
以
下
に
な
る
の
で
重

要
な
問
題
な
の
で
す
。

　

開
発
行
為
で
道
路
が
必
要
に
な
る
か
ど

う
か
の
判
断
の
ひ
と
つ
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン

に
適
し
て
い
る
土
地
か
ど
う
か
の
判
断
で

す
。
マ
ン
シ
ョ
ン
を
建
て
る
こ
と
が
で
き

る
と
な
る
と
、
一
戸
建
て
よ
り
入
居
者
が

増
え
る
た
め
単
純
に
儲
か
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
つ
ま
り
有
効
利
用
を
考
え
る
と
マ

ン
シ
ョ
ン
が
ベ
ス
ト
と
な
る
場
合
が
あ
る

の
で
す
。
マ
ン
シ
ョ
ン
に
な
り
ま
す
と
、

全
員
で
敷
地
を
共
有
す
る
こ
と
に
な
る
の

で
潰
れ
地
が
発
生
し
ま
せ
ん
。そ
の
結
果
、

広
大
地
と
し
て
評
価
を
下
げ
る
こ
と
が
で

き
な
い
の
で
す
。
ど
う
や
っ
て
判
断
す
る

の
で
し
ょ
う
か
。

笑う笑う
税理士

大きな土地の評価方法が変わった①
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税理士 上西　知

有
楽
製
菓
株
式
会
社 
代
表
取
締
役
会
長

一
般
社
団
法
人
倫
理
研
究
所
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー

 

河
合 

伴
治
さ
　
　
ん

大転換の時代─つねに活路あり─

大学生協で人気が出た

・東大阪市倫理法人会・

倫理経営講演会

あ
る
分
だ
け
作
る
か
ら
、
こ
れ
で
売
れ
な
か
っ
た
ら

諦
め
て
く
れ
な
」
と
販
売
再
開
が
決
定
し
た
。

　

販
売
を
再
開
し
て
か
ら
す
ぐ
に
売
れ
た
わ
け
で
は

な
か
っ
た
。
そ
の
営
業
マ
ン
の
努
力
も
あ
っ
て
九
州

で
は
ジ
ワ
ジ
ワ
と
人
気
は
出
て
き
た
も
の
の
、
全
体

か
ら
見
れ
ば
売
れ
行
き
は
芳
し
く
は
な
か
っ
た
。
す

る
と
「
こ
の
ま
ま
じ
ゃ
ま
た
販
売
中
止
に
な
っ
て
し

ま
う
」
と
関
西
に
い
た
営
業
マ
ン
た
ち
が
一
緒
に

な
っ
て
ブ
ラ
ッ
ク
サ
ン
ダ
ー
の
営
業
に
力
を
入
れ
始

め
た
。
そ
し
て
、
京
都
の
大
学
生
の
間
で
火
が
点
い

た
。

　

突
然
、
京
都
か
ら
の
注
文
が
増
え
始
め
た
。
理
由

は
こ
う
だ
っ
た
。
京
都
の
と
あ
る
大
学
生
協
で
置
い

た
と
こ
ろ
学
生
に
人
気
が
出
た
の
だ
。
子
ど
も
相
手

の
駄
菓
子
屋
な
ら
30
円
は
〝
高
い
〟
が
、
大
学
生
な

ら
充
分
に
買
え
る
値
段
だ
。
大
学
生
協
は
連
携
を
組

ん
で
情
報
交
換
を
し
て
い
る
。

　
「
あ
れ
（
ブ
ラ
ッ
ク
サ
ン
ダ
ー
）
売
れ
て
い
る
ら

し
い
ぞ
」

　

そ
の
情
報
が
回
る
や
い
な
や
、
関
西
の
大
学
生
協

が
山
の
よ
う
に
買
っ
て
く
れ
た
。
次
第
に
ブ
ラ
ッ
ク

サ
ン
ダ
ー
は
関
西
全
域
で
人
気
を
博
し
て
い
く
。

　

す
る
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
匿
名
掲
示
板
２
ち
ゃ

ん
ね
る
で
ブ
ラ
ッ
ク
サ
ン
ダ
ー
の
フ
ァ
ン
サ
イ
ト
が

登
場
す
る
。
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
書
き
込
み
が
多
い
イ

メ
ー
ジ
の
２
ち
ゃ
ん
ね
る
だ
が
、「
あ
ん
な
美
味
い

お
菓
子
が
30
円

な
ん
て
信
じ
ら

れ
な
い
！
」
と
ブ

ラ
ッ
ク
サ
ン
ダ
ー
に
つ
い
て
は
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
書
き

込
み
が
多
数
投
稿
さ
れ
た
。
そ
の
よ
う
な
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
後
押
し
も
あ
り
、
ブ
ラ
ッ
ク
サ
ン
ダ
ー
は

全
国
へ
広
が
っ
て
い
く
。
ま
た
、
全
国
の
セ
ブ
ン
イ

レ
ブ
ン
で
の
取
り
扱
い
が
は
じ
ま
り
、
ブ
ラ
ッ
ク
サ

ン
ダ
ー
は
全
国
的
に
知
名
度
を
上
げ
て
い
く
。

　

２
０
０
７
年
の
秋
、
認
知
症
が
重
た
く
な
っ
た
父

に
代
わ
り
、
河
合
さ
ん
は
社
長
に
就
任
し
た
。

　
「
そ
の
年
で
年
間
３
０
０
０
万
個
売
れ
ま
し
た
。

た
っ
た
の
30
円
で
も
３
０
０
０
万
個
売
れ
れ
ば
ヒ
ッ

ト
商
品
に
な
る
ん
で
す
ね
」�

（
嶋
津
亮
太
）

�

（
次
号
へ
続
く
）

　

と
こ
ろ
が
、
ブ
ラ
ッ
ク
サ
ン
ダ
ー
に
惚

れ
込
ん
だ
１
人
の
営
業
マ
ン
が
い
た
。

　
「
こ
ん
な
い
い
お
菓
子
は
な
か
な
か
で

き
な
い
。
絶
対
に
売
れ
る
よ
う
に
な
る
。

も
う
一
度
販
売
さ
せ
て
く
れ
」

　

定
期
的
に
開
か
れ
る
営
業
会
の
度
に
そ

う
言
っ
た
。
一
回
止
め
て
か
ら
、
再
度
販

売
し
て
売
れ
た
商
品
の
話
な
ど
聞
い
た
こ

と
が
な
い
。
河
合
さ
ん
が「
諦
め
て
く
れ
」

と
言
っ
て
も
そ
の
営
業
マ
ン
は
何
度
も
懇

願
し
た
。
し
ぶ
と
い
。
最
後
は
根
負
け

し
て
「
そ
ん
な
に
言

う
な
ら
包
装
資
材
が

残
っ
て
い
る
か
ら
、

大
ヒ
ッ
ト
商
品
誕
生
秘
話 

③

撮影時期　昭和33年７月
撮影場所　近鉄奈良駅構内にて

な つ か し い 写 真　近鉄奈良駅は、大正３年

４月30日開業と近鉄の前身

（大阪電気軌道）として誕

生しました。

　当初は地上駅で、昭和45

年３月の大阪万博に合わせ

て輸送力アップのため地下

駅になりました。

　それと同時に道路併用区

間（軌道部分）・近鉄油阪

駅も廃止され、新駅に新大

宮駅が昭和44年12月に誕生

しました。

　電車は、800系大阪―奈

良間（鹿特急）で、唯一特

急料金が不要でした。

大
物
捕
獲

　６月22日～24日に維新百年
記念公園陸上競技場（山口市
維新公園４）で行われた第
102回日本陸上競技選手権の
結果、女子400メートルで優
勝した東大阪大学（村上靖平
学長）の川田朱夏さんが第18
回アジア競技大会の日本代表
選手に選ばれた。
　同大会は８月25日～30日に
インドネシアのジャカルタで
行われる予定。

第18回アジア競技大会
日本代表選手に
川田朱夏さん （東大阪

大　学） 決定

　

株
式
会
社
タ
イ
コ
ー
ア
ー
キ
テ
ク
ト

は
、
緑
が
多
く
庭
の
広
い
楽
し
い
想
像
の

世
界
を
リ
ア
ル
な
「
創
造
」
の
世
界
に
昇

華
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
東
大

阪
市
鴻
池
新
田
に
本
社
を
構
え
て
お
り
、

子
育
て
世
代
が
多
く
、
昔
な
が
ら
の
住
み

や
す
い
ま
ち
だ
。

　

全
く
新
し
い
コ
ン
セ
プ
ト
の
ま
ち
づ
く

り
「
ビ
レ
ッ
タ
（
Ｖ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
Ｅ
Ｔ
Ａ
）」

は
素
晴
ら
し
い
。
日
本
人
は
所
有
欲
が
強

く
、
戸
建
て
・
マ
ン
シ
ョ
ン
の
持
ち
家
比

率
は
50
％
を
超
え
る
だ
ろ
う
。
持
ち
家
か

賃
貸
か
の
比
較
論
議
は
永
遠
の
テ
ー
マ

だ
。

　

ビ
レ
ッ
タ
成
功
の
ポ
イ
ン
ト
は
「
定
期

借
地
権
（
62
年
間
）」
に
あ
る
。
ビ
レ
ッ

タ
鴻
池
を
例
に
と
る
と
、
約
３
千
平
米
の

土
地
に
14
戸
の
家
屋
が
建
っ
て
い
る
。
家

屋
の
所
有
権
・
地
上
権
は
家
屋
の
持
ち

主
に
帰
す
る
が
、
土
地
お
よ
び
共
有
の

庭
に
つ
い
て
は
各
家
庭
が
土
地
所
有
者

と
62
年
間
の
定
期
借
地
権
契
約
を
結

ぶ
。
正
に
土
地
活
用
の
「
コ
ロ
ン
ブ
ス

の
卵
」
だ
。
広
い
共
有
庭
を
子
ど
も
達

が
走
り
回
り
、
東
屋
は
談
笑
す
る
憩
い

の
場
と
な
っ
て
い
る
。

　

平
均
的
な
戸
建
て
に
緑
が
多
く
広
い

庭
付
き
を
考
え
た
場
合
、
か
な
り
高
価

格
と
な
り
多
く
の
購
入
希
望
者
は
手
が

届
か
な
く
な
る
だ
ろ
う
。

　

ビ
レ
ッ
タ
の
推
進
に
は
地
主
や
公

共
・
行
政
機
関
と
の
信
頼
構
築
が
肝
心

だ
。
公
営
住
宅
等
を
ス
ク
ラ
ッ
プ
＆
ビ

ル
ド
し
て
い
く
構
想
の
選
択
肢
に
ビ

レ
ッ
タ
が
選
ば
れ
る
流
れ
が
あ
る
よ
う

だ
。
単
に
緑
が
多
け
れ
ば
良
い
と
い
う

情
緒
的
な
問
題
で
は
な
く
、
土
地
活
用

や
様
々
な
要
素
に
ヒ
ン
ト
を
与
え
て
く

れ
て
い
る
。

　

羽
柴
仁
九
郎
社
長
（
写
真
）
は
１

９
７
７
年
生
ま
れ
の
40
歳
、若
き
３
代

目
だ
。先
々
代
か
ら
50
年
間
に
わ
た
っ

て
作
り
続
け
た
家
が
３
千
軒
。
イ
デ
ト

リ
ア
ム
（
３
つ
の
知
恵
）「
①
健
康
に

優
し
い
暖
か
い
家
づ
く
り
、
②
光
と
風
を

デ
ザ
イ
ン
し
た
設
計
、
③
安
全
安
心
を
実

現
す
る
自
由
構
造
」
を
家
づ
く
り
の
理
念

に
し
て
い
る
。
ド
イ
ツ
や
北
海
道
レ
ベ
ル

の
断
熱
性
能
、
確
実
な
換
気
を
実
現
す
る

設
備
を
標
準
仕
様
と
し
て
い
る
が
、
論
よ

り
証
拠
、
ま
ず
は
建
築
途
上
の
家
屋
内
部

を
よ
く
検
証
し
て
確
認
す
る
こ
と
が
肝
心

だ
。

　

平
成
８
年
、
阪
神
淡
路
大
震
災
を
き
っ

か
け
に
「
重
量
木
骨
の
家
プ
レ
ミ
ア
ム

パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
」
に
加
盟
、
大
阪
で
初
の

耐
震
構
法
Ｓ
Ｅ
（Safety�Engineering

）

構
法
の
住
宅
を
完
成
し
て
い
る
。

　

平
成
23
年
、
定
期
借
地
権
分
譲
第
１
弾

「
ビ
レ
ッ
タ
三
島
」
を
発
表
、
平
成
24
年

「
ビ
レ
ッ
タ
鴻
池
」、
平
成
26
年
「
ビ
レ
ッ

タ
鴻
池
Ⅱ
」、
平
成
27
年
「
ビ
レ
ッ
タ
東

鴻
池
」
と
、
ビ
レ
ッ
タ
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
は
着
々
と
進
ん
で
い
る
。

　

こ
の
手
間
ひ
ま
の
か
か
る
「
ま
ち
づ
く

り
」
を
推
進
し
て
い
る
の
は
、
関
西
圏
で

は
同
社
だ
け
だ
。
ま
た
真
似
し
よ
う
と

思
っ
て
も
そ
う
簡
単
で
は
な
い
。

　

プ
レ
ミ
ア
ム
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
の
会
員
会

社
も
そ
れ
ぞ
れ
、
家
づ
く
り
に
関
す
る
こ

だ
わ
り
・
信
念
・
哲
学
を
持
っ
て
い
る
。

　
「
家
づ
く
り
は
ま
ち
づ
く
り
」。
ビ
レ
ッ

タ
の
さ
ら
な
る
進
化
に
期
待
し
た
い
。

株式会社タイコーアーキテクト

家づくりはまちづくり

株式会社タイコーアーキテクト　東大阪市鴻池本町6–32　☎06–6746–8500

羽柴  仁九郎  社長

緑
の
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

〈写真提供〉 読者�・�坂口　功

川田朱夏さん
（東大阪大学 HPより）

株
式
会
社
サ
ン
ク
レ
ス
ト

代
表
取
締
役　

植
田　

実

〒
577-
　

0814　

東
大
阪
市
南
上
小
阪
12
番
42
号
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Ｌ
０
６―
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２
５―
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５
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Ａ
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　大阪府猟友会新八尾支部副支部長で八尾
高安地区有害駆除隊代表者の隈元正俊さん
（76）＝写真＝が、５月20日にイノシシを
仕留めた。八尾市山畑に仕掛けた檻で捕獲。
牙のある80キログラムの大物だった。

東
大
阪
市
倫
理
法
人
会

会 

長  

武
知 

歳
弘



東　　　 大　　　 阪 （４）（第 3 種郵便物認可） （新聞定価　月ぎめ 850円） 平成３０年７月１５日（日）

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
平
成
15

年
に
開
設
し
た
。
コ
ン
ペ

イ
ト
ウ
は
南
蛮
人
が
日
本

に
持
っ
て
き
た
お
菓
子
な

の
だ
。

八尾市山本町南６－２－29
TEL 072－926－5134

072－921－6893

サンコーではお客様目線に立ち、品質・施工・ご予算に無駄のないプランをご提案します。サンコーではお客様目線に立ち、品質・施工・ご予算に無駄のないプランをご提案します。

　

 物産株式会社 TEL.06-6533-1271
お問い合わせはお気軽に

本　社 〒550-0015　大阪市西区南堀江4丁目33番29号
 E-mail ： info@sankobussan.co.jp
 http://www.sankobussan.co.jp/

東京営業所 
名古屋営業所 
大阪営業所 
和歌山営業所 
福岡営業所 

キッチン・トイレ・バス・洗面のリフフォームはもちろん、畳の表替えや、外装・耐震補強など、お家のあらゆるご相談に応じます。
4,104

～日本全国歌の渡り鳥 3～
氷川きよしコンサートツアー2018

史上初、9度目の「日本有線大賞」大賞を受賞した氷川きよしによるスペシ
ャルコンサート。
３年ぶりにプリズムホールに再登場！

平成30年8月7日（火）
①13：00開演（12：30開場）※15:00終演予定
②17：00開演（16：30開場）※19:00終演予定
八尾市文化会館プリズムホール
■料金
7,500円（当日券なし） [ 全席指定 ] ※就学前のお子様のご入場はご遠慮ください。
＊プリズムクラブ（友の会）先行販売
4月15日（日）10:00～　4月21日（土）19：00
【先行販売枚数限定あり】＊一般前売発売　　5月27日（日）10:00～
※プリズムホールでの昼の部の販売はごくわずかとなります。売り切れ
の場合、一般発売は夜の部のみの販売となります。

　

ス
ベ
ト
ラ
ー
ナ
の
マ
ン
シ
ョ
ン
の
下
に
着
く
。

中
心
地
か
ら
そ
れ
ほ
ど
離
れ
て
い
な
い
地
域
で
、

次
々
と
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建
っ
て
い
る
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
取
り
出
し
、
ス
ベ
ト
ラ
ー

ナ
に
か
け
る
。

　
「
今
、
下
に
着
き
ま
し
た
」

　

弾
ん
だ
声
で
応
え
る
ス
ベ
ト
ラ
ー
ナ
。

　
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
、
降
り
ま
す
」

　

久
し
ぶ
り
に
聞
い
た
彼
女
の
声
。
そ
の
声
を
聞

い
た
だ
け
で
、
う
っ
と
り
す
る
。
ラ
ジ
オ
番
組
を

持
っ
て
い
る
だ
け
あ
る
。
こ
れ
か
ら
交
わ
す
会
話

に
胸
が
踊
る
。

　

５
分
し
て
も
、
10
分
し
て
も
、
彼
女
は
降
り
て

こ
な
い
。
30
分
が
過
ぎ
た
。
こ
こ
で
癇
癪
を
起
こ

す
よ
う
な
ら
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
女
性
と
は
付
き
合

え
な
い
。
し
か
し
、
放
っ
て
お
く
の
も
ま
ず
い
。

催
促
す
る
と
疎
ま
れ
る
し
、
か
と
い
っ
て
た
だ
た

だ
待
っ
て
い
る
と
、
自
分
に
関
心
が
な
い
の
で

は
と
臍
を
曲
げ

る
。
非
常
に
複

雑
な
メ
ン
タ
リ

テ
ィ
ー
だ
が
、

そ
こ
が
ウ
ク
ラ

イ
ナ
人
女
性
の

可
愛
い
と
こ
ろ

で
も
あ
る
。

　

こ
の
タ
イ
ミ

ン
グ
で
電
話
を

か
け
よ
う
。
ミ

ラ
ー
越
し
に
ド

ラ
イ
バ
ー
を
覗

く
と
、
彼
は
何

も
言
わ
ず
首
を

縦
に
振
っ
た
。

　

４
度
目
の
呼
び
出
し
音
で
ス
ベ
ト
ラ
ー
ナ
が
出

た
。

　
「
す
ぐ
に
行
き
ま
す
ね
」

　

完
全
に
彼
女
の
ペ
ー
ス
だ
。
し
か
し
、
こ
の
タ

イ
ミ
ン
グ
で
電
話
し
て
よ
か
っ
た
。
彼
女
の
声
色

か
ら
感
じ
取
れ
た
。
明
ら
か
ら
に
喜
ん
で
い
る
。

時
間
的
に
縛
ら
れ
ず
、
そ
の
上
気
に
か
け
ら
れ
て

い
る
と
自
尊
心
を
く
す
ぐ
っ
た
の
だ
。

　

そ
れ
か
ら
15
分
ほ
ど
し
て
、
ス
ベ
ト
ラ
ー
ナ
が

扉
か
ら
姿
を
見
せ
た
。
オ
レ
ン
ジ
色
の
ワ
ン
ピ
ー

ス
を
身
に
ま
と
っ
て
い
る
。
ノ
ー
ス
リ
ー
ブ
。
口

紅
は
鮮
や
か
な
オ
レ
ン
ジ
色
。
真
っ
白
な
帽
子
に

真
っ
白
な
靴
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
雑
誌
か
ら
飛
び
出

た
か
の
よ
う
だ
。

　

以
前
と
は
ど
こ
か
雰
囲
気
が
違
う
。
私
の
知
る

ス
ベ
ト
ラ
ー
ナ
は
真
紅
の
口
紅
を
好
ん
で
い
た
。

記
憶
が
少
し
ず
つ
蘇
る
。

連載小説

ウクライナを
歩く

小野元裕
105

ウクライナ人女性のメンタリティー

ウクライナ

暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

第６回世界に羽ばたけ
『夢』スピーチコンテスト
支援金額：120万円

主催：一般財団法人青少年夢応援隊
協賛：株式会社サンクレスト
後援：大阪府、東大阪市
公式サイト：http://yumeouentai.com

【出場者一次選定】
　作文を基にスピーチコンテスト本選出場者 10名を選考いたします。
①公式サイトより『出場申込書』をダウンロードし、必要事項を記入
②「夢」というテーマで作文を書いていただきます。
　また、受賞した際の支援金の使途も記載ください。
　※原稿用紙（400 字詰め）にて３枚まで
　※手書き、パソコン等問わない
③応募方法：「出場申込書」と「原稿」を併せてメール又は
　郵便でお送りください。
　※「出場申込書」と「原稿」はＨＰよりダウンロード
      してください。
　※メールを送る際の件名は「スピーチコンテスト応募」
      としてください。
④送り先：郵送の場合　宛先：大阪府東大阪市南上小阪 12-42
一般財団法人青少年夢応援隊　スピーチコンテスト企画係宛
メールの場合　info@yumeouentai.com
問い合わせ☎06-6725-0511
⑤原稿締切：平成 30年８月 31日（金）必着

東大阪の企業  株式会社サンクレストが応援しています

【開催趣旨】
将来の夢や目標があるが、経済的支援を必要とする
若者が自身の「夢」をテーマにスピーチを行い、
受賞者を選定、支援金権利を授与いたします。
【応募資格】
大阪在住または在学・在勤の 16歳以上 25歳までの青少年
（1993 年４月２日～ 2003 年４月１日生まれの方）

【本選開催日時】平成30年10月14日（日）
　　　　　14時～17時30分
本選開催場所：大阪商業大学ユニバーシティホール蒼天
　　　　住所：大阪府東大阪市御厨栄町 4-1-10
　　　　　

不
易
糊
工
業 

株
式
会
社

株
式
会
社
ア
イ
シ
ー
ド

〒541-0057
大阪市中央区北久宝寺町

3-5-12-9F
TEL06-6252-7737
FAX06-6252-7738

法
人
営
業
部
部
長
木
村
達
也

ト
ー
タ
ル
タ
ッ
ク
ス
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

自転車は駅周辺の
自転車駐車場へ

レンタサイクル貸出中
詳しくはこちらへ

http://www.yao-citynet.co.jp

認
定
こ
ど
も
園

認
定
こ
ど
も
園

院　

長　
原　

田　

博　

雅

一
、
地
域
住
民
の
健
康
な
生
活
を
守
る
た
め
、

 

高
度
で
良
質
な
医
療
を
提
供
し
ま
す
。

一
、
信
頼
さ
れ
る
市
の
中
核
病
院
と
し
て
、

 

地
域
に
密
着
し
た
医
療
を
推
進
し
ま
す
。

一
、
市
民
に
誇
れ
る
公
立
病
院
と
し
て
、

 

品
格
あ
る
病
院
運
営
を
実
践
し
ま
す
。

〒581-0018 八尾市青山町４―５―25
メゾンカリフ 103

日本維新の会
衆議院 大阪府第14選挙区支部

松
葉
温
泉 

滝
の
湯

天
然
ラ
ド
ン
温
泉
と

お
い
し
い
料
理
で
お
も
て
な
し

〒
597―

0102　

貝
塚
市
木
積
３
４
８
８
番
地

０
１
２
０―

０
４
１―

５
５
１　
　

この広告をお持ちの方は200円引き
入湯料：大人700円→500円

代
表
取
締
役

社
　

長

創　

介

八
尾
自
動
車
教
習
所

暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
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大
阪
府
第
十
四
選
挙
区
支
部

コンペイトウ王国で、フロイスしおりさんこと野村しおり社長

体験型ミュージアム コンペイトウ王国

認
知
症
予
防
セ
ミ
ナ
ー

　

八
尾
市
制
施
行
70
周
年
記
念
市
民
提
案
事
業
と

し
て
、
認
知
症
予
防
セ
ミ
ナ
ー
が
６
月
６
日
に
上

之
島
小
学
校
集
会
所
（
八
尾
市
上
之
島
町
北
３
）

で
行
わ
れ
た
。
主
催
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
き
い
き
つ

な
が
る
会
八
尾
支
部
、
後
援
は
上
之
島
小
学
校
区

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
。

　

社
会
福
祉
士
の
柴
谷
匡

哉
さ
ん
（
50
）
＝
写
真
＝

が
講
師
を
務
め
た
。
柴
谷

り
、
ま
た
税
理
士
・
行
政

書
士
と
い
う
顔
も
持
っ
て

い
る
。
介
護
施
設
も
運
営

し
て
お
り
、
２
年
前
に
認

知
症
に
つ
い
て
の
講
演
依

頼
を
受
け
た
。
暗
中
模
索

で
始
め
た
講
演
だ
っ
た
が
、

元
大
阪
府
議
会
議
員
だ
け

あ
っ
て
、
も
の
ご
の
本
質

を
分
か
り
や
す
く
伝
え
る

能
力
に
秀
で
て
い
る
。

　
「
分
か
り
や
す
く
て
タ

メ
に
な
る
」
と
す
ぐ
評
判

に
な
り
、
今
で
は
ひ
っ
ぱ

り
だ
こ
。
昨
年
は
60
回
以

上
の
講
演
を
行
っ
て
い
る
。

　

こ
の
日
も
柴
谷
さ
ん
は

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
使

い
、
具
体
例
を
挙
げ
な
が

ら
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
講

演
し
た
。
笑
い
あ
り
涙
あ

り
で
、
あ
っ
と
い
う
間
に

約
１
時
間
が
過
ぎ
た
。

　
「
認
知
症
と
は
自
分
自

身
が
失
わ
れ
て
い
く
病
気

で
す
。
し
っ
か
り
と
予
防

し
ま
し
ょ
う
」
と
柴
谷
さ

ん
は
結
ん
だ
。

�

（
石
井
江
身
子
）

さ
ん
は
介
護
福
祉
士
・
ケ

ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
で
も
あ

笑いあり涙あり 社
会
福
祉
士 

柴
谷
匡
哉
さ
　
　
ん

　

コ
ン
ペ
イ
ト
ウ

王
国
を
引
き
継
い

で
早
３
年
半
。
フ

ロ
イ
ス
し
お
り
さ

ん
を
取
材
し
た
。

　

地
下
鉄
八
尾
南

駅
の
す
ぐ
近
く
に

王
国
は
あ
る
。
メ

ル
ヘ
ン
チ
ッ
ク
な

建
物
は
遠
く
か
ら

も
よ
く
目
立
つ
。

小
学
生
の
グ
ル
ー

プ
が
ワ
イ
ワ
イ
ガ

ヤ
ガ
ヤ
楽
し
そ
う

に
入
っ
て
い
く
。

南
蛮
人
に
扮
し
た

フ
ロ
イ
ス
し
お
り

さ
ん
が
出
迎
え

る
。
そ
の
様
子
を

眺
め
な
が
ら
、
八

尾
で
は
な
く
ど
こ

か
異
国
へ
来
た
錯

覚
に
陥
っ
た
。

　

こ
の
王
国
は
大

阪
糖
菓
株
式
会
社

で
あ
り
、
フ
ロ
イ

ス
し
お
り
さ
ん
の

正
体
は
野
村
し
お

り
社
長
（
41
）
だ
。

　

昭
和
15
年
に
初

代
社
長
の
野
村
三

男
さ
ん
が
大
阪
市

西
区
で
菓
子
問
屋

を
始
め
た
の
が
同

社
の
ス
タ
ー
ト
。

昭
和
27
年
に
法
人

化
、
昭
和
55
年
に

現
在
の
場
所
に
工

場
を
移
し
た
。

　

２
代
目
社
長
の

野
村
卓
さ
ん
が
ア

イ
デ
ア
マ
ン
だ
っ

た
。
コ
ン
ペ
イ
ト

ウ
の
製
造
工
程
や

歴
史
を
知
っ
て
も

ら
う
こ
と
で
コ
ン

ペ
イ
ト
ウ
フ
ァ
ン

を
増
や
そ
う
と
南

蛮
文
化
と
縁
の
深

い
堺
市
に
プ
チ

　

さ
ら
に
、
八
尾
の
本
社

に
も
体
験
型
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
「
コ
ン
ペ
イ
ト
ウ
王

国
」
ま
で
作
っ
た
。
こ
れ

に
と
ど
ま
ら
ず
、
南
蛮
文

化
の
根
付
い
た
福
岡
に
も

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
開
設
。

自
ら
コ
ン
ペ
イ
ト
ウ
王
国

の
王
様
や
コ
ン
ペ
イ
ト
ウ

博
士
、
南
蛮
人
に
扮
し
派

手
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を

行
い
、
八
尾
の
名
物
社
長

に
。

　

３
代
目
社
長
の
野
村
し

お
り
さ
ん
も
し
っ
か
り
と

Ｄ
Ｎ
Ａ
を
受
け
継
ぎ
、
南

蛮
人
フ
ロ
イ
ス
し
お
り
に

扮
し
、
お
客
さ
ん
喜
ば
せ

て
い
る
。

　

ま
た
、
女
性
社
長
な
ら

で
は
の
感
性
で
、「
シ
ュ

ガ
ラ
ブ
石
鹸
」
や
「
シ
ュ

ガ
ラ
ブ
リ
ッ
プ
ス
」
な
ど

新
商
品
を
次
々
に
生
み
出

し
て
い
る
。
石
鹸
の
箱
に

は
可
愛
い
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
シ
ュ
ガ
ラ
ブ
ち
ゃ
ん
」が
、

リ
ッ
プ
の
箱
に
は
ち
ょ
っ

ぴ
り
セ
ク
シ
ー
で
小
悪
魔

的
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
シ
ュ

ガ
デ
ビ
ち
ゃ
ん
」
が
刷
り

込
ま
れ
、
見
る
も

の
を
メ
ル
ヘ
ン

の
世
界
へ

誘
う
。

大阪糖菓株式会社 社長

野村しおりさん

新
代
表
理
事
の
梶
田
安
彦
さ
ん
（
左
）
と
初
代
代
表
理
事
の
菅
春
水
さ
ん

梶田安彦氏が
代表理事に

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
グ
ラ
ウ
ン

ド
ワ
ー
ク
八
尾
の
総
会
が

６
月
25
日
に
料
亭
山
徳

（
八
尾
市
本
町
４
）
で
開

か
れ
た
。

　

同
会
は
平
成
20
年
８
月

設
立
以
来
、環
境
の
保
全
・

文
化
の
振
興
・
子
ど
も
の

健
全
な
育
成
を
重
視
し
た

地
域
社
会
の
形
成
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

事
業
を
進
め
て
い
る
。

　

総
会
で
は
事
業
計
画
・

予
算
案
の
承
認
後
、
新
代

表
理
事
と
し
て
不
易
糊
工

業
株
式
会
社
社
長
の
梶
田

安
彦
さ
ん
（
66
）
が
選
任

さ
れ
た
。「
２
代
目
の
代

表
理
事
を
梶
田
さ
ん
が
引

き
受
け
て
く
れ
、
こ
れ
ほ

ど
嬉
し
い
こ
と
は
な
い
」

と
初
代
代
表
理
事
の
菅
春

水
さ
ん
（
81
）
は
満
面
の

笑
顔
を
見
せ
た
。

　

菅
さ
ん
と
梶
田
さ
ん
の

誕
生
日
は
同
じ
３
月
28
日

で
あ
り
、
他
生
の
縁
を
理

事
全
員
が
強
く
感
じ
た
。

八尾市若林町２−88
TEL 072-948-1338
FAX 072-948-1015
※見学を受け付けています

大阪糖菓株式会社

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

参加者全員で「つむぎのうた」「365日の紙飛行機」を歌う

第４回つむぎシンポジウム開催
　第４回つむぎシンポジウムが６月 22 日に八尾市まちなみセ
ンター（八尾市久宝寺３）で開かれた。５年目を迎えた NPO
法人ロータス・障害福祉サービス事業所紬

つむぎ

（弘瑛美子理事長）
が１年間の活動報告を行った。
　その後、ワークショップ「猫さんから学ぶ自己決定力」が行
われた。数人ずつグループに分かれて、自分のことを語り合っ
た。

第２回えだまめ
料理コンテスト
　第２回えだまめ料理コ
ンテストが８月18日10
時〜 14時に八尾市立リ
サイクルセンター学習
プラザ「めぐる」（八尾
市曙町２−11）で開かれ
る。若者が作るえだまめ
（八尾の特産）料理を多く
の人に知ってもらうこと
が目的。主催は NPO 法
人グラウンドワーク八尾
（梶田安彦代表理事）。
　現在、レシピを受け付
け中（７月29日17時ま
で）。和・洋・中・スイーツ
など、どのジャンルでも
可。資格は八尾市内在
住、あるいは八尾市内の

学校に在学中の中学生
以上の学生を含む、学
生２人１組（または学生３
人１組）。参加費無料。本
番の調理に際しての食材費
は主催者が負担する。えだ
まめや調味料は主催者が用
意。その他の料理材料の費
用は、10人分で最大3,000
円まで負担する。
　副賞は、金賞5,000フレ
と賞品、銀賞3,000フレと
賞品。銅賞2,000フレと賞
品。
　第１回の金賞は八尾北高
校のえだまめナゲット、銀
賞は桂中学校のさっぱりサ
ンド、銅賞は八尾高校のえ

だまめごろごろ入
りプリン。
　問い合わせは学
習プラザ「めぐ
る 」（ ☎072−
994 − 0564）
へ。

レ
シ
ピ
受
け
付
け
中

７
月
29
日
ま　

　
で

３
代
目
社
長
、 南
蛮
人
に
扮
し
て

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
グ
ラ
ウ
ン
ド
ワ
ー
ク
八
尾

馬
刺
し
・
焼
き
肉
・
す
き
焼
き
・
ハ
リ
ハ
リ
鍋

お
子
さ
ん

  

女
性
に
も
人
気
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